
■地震後の火災は「あとで」起きる

過半数が電気関係火災
東日本大震災 阪神・淡路大震災

地震のその後を守る 感震ブレーカー

地震後の
通電火災対策、
できていますか？

家電・コンセントに通電、
出火リスクへ

ブレーカーを切れない
ケースも

電源が入ったままの
家電が残ることも

家電が転倒・落下、
コード損傷の恐れ

地震発生 停電 ブレーカーを
落とさず避難

復電時に出火

国も、感震ブレーカーの設置促進を進めています

地震後の火災、約半数は「電気」が原因

■普及により、焼失棟数の大幅削減が期待されています

※出火原因が確認されたもの
※大規模地震時の電気火災の発生抑制に関する検討会報告書について（概要）より作成 【参照ページ】https://www.bousai.go.jp/jishin/syuto/denkikasaitaisaku/pdf/gaiyou_houkoku.pdf

110件の
火災のうち
電気火災は 71件約6割強 139件の

火災のうち
電気火災は 85件約6割強

ブレーカー遮断タイプ コンセント遮断タイプ 必ず接地極付きコンセントもしくは
接地用端子付きコンセントに
取り付けてください。

アース接続がない環境では
作動しません

※画像はブレーカー遮断タイプ

夜間・休日は無人

電気機器が多い

避難対応で手一杯

火元確認が難しい

施設老朽化・配線不安

こんな施設は要注意

過去の災害

いざという時のために防災対策を！

設置率20%から100%への普及で、焼失棟数が約268,000棟から
約74,000棟へ減少する試算。
関係府省庁等が連携し、感震ブレーカーの設置促進に向けた取組を強化。
自治体による普及啓発・設置支援の後押しが進められています。

国の計画では、対象自治体の達成割合を、
令和12年に100%とすることを目標にしています

※「感震ブレーカー等の設置率」は、茨城県：21.0%、栃木県：20.6%、群馬県：19.6%、
　埼玉県：19.0%、千葉県：20.7%、東京都：21.8%（23区）、19.9%（多摩）、
　神奈川県：21.6%、山梨県：22.8%、静岡県：19.5%。
　（首都圏の住宅における感震ブレーカーの普及状況等に関する調査（R6年度内閣府調査））
出典：内閣府HP（https://www.bousai.go.jp/jishin/syuto/taisaku_wg_02/index.html）

※都心南部直下地震、冬・夕方、風速8m/s

感震ブレーカー等
設置率20％（現状）

感震ブレーカー等
設置率100％
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感震ブレーカー等の普及による効果

72%
減



IR-KB-CIR-KB-B
コンセント遮断タイプブレーカー遮断タイプ

•医療機器、生命維持装置など、人命に直接関わる環境には決して使用しないでください。また、下記に該当するような機器が接続されている場合、本製品の動作によって破損されたデータや機器の故障、その他いかなる事象にも当社は一切の責任を負いま
せん。パソコンなどの電子機器、録画・録音機能を有するもの、通信を必要とするデバイス、冷蔵庫や保管庫など、動物や植物に支障をきたすもの、など　•地震の揺れ方や家屋の構造（免震住宅など）、設置環境によっては、本製品が作動しない場合がありま
す。また、震度5強未満の揺れでも作動することがあります。　•扉や窓、洗濯機や乾燥機など、振動するものの近くには設置しないでください。　•本製品は家庭用壁コンセント専用です。延長コードや卓上タップには使用できません。　•お子様の手の届か
ない場所、ペットや植物などが干渉しない位置に設置してください。　•本製品は、地震を予知するものではありません。　•本製品は火災や地震による被害を補償するものではありません。　•本製品を正しく設置・使用していない場合、本書に記載された以
外の方法で使用した場合、その他あらゆる派生的損害や災害に伴う混乱・事故に対して生じた損害についても、当社は一切の責任を負いません。

本製品が作動すると、意図的に漏電を発生させ主幹ブレーカー＊を遮断します用途に応じて選べる2タイプ

■地震感知時の基本動作

■選びやすい3つの理由

※感震ブレーカー等の性能評価ガイドライン：https://www.bousai.go.jp/jishin/syuto/denkikasaitaisaku/pdf/kanden_guideline.pdf

•本製品のサービスコンセントに延長コードや増設タップを使用しないでください。
•本製品のサービスコンセントには1つの機器しか接続できません。複数の機器を接続して使用しないでください。
•1500W以下でお使いください。容量を超えると焼損の恐れがあり火災の原因となります。•本製品は必ずアース接続してご使用ください。アース接続されていない場合、動作しません。

2026年10月
発売予定

感震ブレーカーで「主幹ブレーカーを遮断」

本体のコンセント出力をOFF

特定の機器に
サービスコンセント越しに
つないだ機器のみを遮断

主幹ブレーカー＊を遮断

大規模施設・管理用途に

JANコード
外箱外寸
入数
定格電圧
定格電圧消費電力
使用環境温湿度
保存環境温湿度
適応主幹ブレーカー
設置場所※2
地震検知

※1：定格感度電流とは漏電ブレーカーが作動（トリップ）する漏洩電流の基準値です。
※2：本体取り付けは地面から厳密に垂直でなくても構いません。動作開始時に本体の傾き補正を自動で行います。
※3：アース接続しないと動作しません。
※製品の仕様は予告なく変更することがあります。

4967576857512
W470×D450×H180
20
AC100V（ 50/60Hz）
0.3W
-10°C～40°C / 90%Rh以下（ただし結露なきこと）
-10°C～40°C / 90%Rh以下（ただし結露なきこと）
定格感度電流※1 30mA以下　漏電ブレーカー（高速形）
壁面のコンセント（アース接続できるもの※3）
震度5強相当以上　「感震ブレーカー等の性能評価ガイドライン」に準拠
250gal　周期0.5秒にて作動、80gal　周期0.3秒にて不動作

JANコード
外箱外寸
入数
定格電圧
定格電圧消費電力
使用環境温湿度
保存環境温湿度
定格電流
地震検知

※本体取り付けは地面から厳密に垂直でなくても構いません。動作開始時に本体の傾き補正を自動で行います。
※製品の仕様は予告なく変更することがあります。

4967576857499
未定
未定
AC100V（ 50/60Hz）
0.3W
-10°C～40°C / 90%Rh以下（ただし結露なきこと）
-10°C～40°C / 90%Rh以下（ただし結露なきこと）
15A
震度5強相当以上
「感震ブレーカー等の性能評価ガイドライン」に準拠
250gal　周期0.5秒にて作動、80gal　周期0.3秒にて不動作

「感震ブレーカー等の性能評価ガイドライン※」に
基づき震度を計測・地震感知を行っています。

トラックの通過やドアの開閉など、「地震以外
の振動」では作動しにくい設計です。

届いたその日から使用可能。取り付
け時の傾きを自動補正します。
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※掲載製品の仕様は予告なく変更する場合があります。　※掲載している商品の色調は印刷上、実物と多少の違いが生じる場合があります。　※掲載商品の参考価格は諸事情により予告なく変更になる場合があります。
※このチラシの掲載内容は2026年8月現在のものです。

03 ブレーカー 遮断02 ブザーでお知らせ

約5秒後・3分後に
主幹ブレーカーを
遮断

地震の感知を
ランプの点滅と
ブザー音で
お知らせ

ランプ
点滅

01 地震発生

地震の強さを
高精度で判定

POINT1 POINT2 POINT3生活振動による
誤作動を低減

取り付け簡単
後付けOK

※取り付け時に設定 ※取り付け時に設定

＊主幹漏電ブレーカーに限る

＊主幹漏電ブレーカーに限る

＊主幹漏電ブレーカーに限る

＊主幹漏電ブレーカーに限る

＊写真・イラストはすべてイメージです。

震度 5強 または
震度 6弱 で
揺れを検知

＊

＊

取り付け方・地震感知時の基本動作はこちらからもご確認いただけます▶

＊


